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県老連だより

　

令
和
元
年
11
月
26
日
〜
27
日
の
２
日
間
、

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ

く
り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
初
日
は

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
に
て
活
動
交

流
部
会
、・
第
１
部
会　
「
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推
進
」・
第

２
部
会　
「
高
齢
者
の
支
え
合
い
活
動
の

推
進
」・
第
３
部
会　
「
演
じ
る
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
・
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
て
、

全
国
か
ら
の
参
加
者
二
千
四
百
名
が
一
堂

に
会
し
て
、
講
演
、
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

佐
賀
県
か
ら
は
、
木
下
治
紀
会
長
を
は

じ
め
表
彰
受
賞
者
を
含
め
17
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

出
席
者
を
代
表
し
、
全
老
連
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
み
や

き
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
中
島
正
利
会

長
か
ら
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
報
告
）　

式
典
で
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
佐
賀
県
か

ら
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
】

・
育
成
功
労
表
彰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

前　

佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
評
議
員

 

　

田
中　

久
義
氏

　

前　

鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長　

 

下
田　

節
子
氏

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

佐
賀
市
天
祐
福
寿
会 

（
山
岸
良
行
会
長
）

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　

み
や
き
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 

（
中
島
正
利
会
長
）

・
100
万
人
会
員
増
強
運
動
表
彰

　

佐
賀
市
若
宮
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

 

（
芳
賀
信
夫
会
長
）

　

鹿
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

（
髙
松
昭
三
会
長
）

第
48
回　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

埼
玉
県

木下会長と表彰者のみなさん

参加者のみなさん
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１
．
11
月
25
日
（
月
）

　

09
時
55
分
発　

Ａ
Ｎ
Ａ
454
便
で
羽
田
へ
。
羽
田

か
ら
、
貸
切
バ
ス
に
乗
車
し
浅
草
へ
。
食
事
後
、

徒
歩
で
浅
草
寺
参
り
。
暫
く
、
沢
山
の
観
光
外
人

さ
ん
達
の
、
プ
ン
プ
ン
と
し
た
香
り
（
？
）
に
酔

い
な
が
ら
、
仲
見
世
界
隈
を
散
策
後
、
船
で
や
や

風
が
冷
た
い
隅
田
川
を
遊
覧
。

　

夕
方
、
国
会
議
事
堂
を
近
く
に
眺
め
な
が
ら
バ

ス
で
ホ
テ
ル
へ
。

２
．
11
月
26
日
（
火
）

　

ホ
テ
ル
か
ら
一
路
埼
玉
へ
。
武
運
の
守
護
神
誉

れ
髙
く
、
武
家
の
尊
崇
が
厚
か
っ
た
、
元
官
幣
大

社
の
氷
川
神
社
を
参
拝
。
昼
食
後
、
バ
ス
で
「
活

動
交
流
部
会
」
が
行
わ
れ
る
「
彩
の
国
さ
い
た
ま

芸
術
劇
場
」
へ
。

　

活
動
交
流
部
会
は
、

ア　

第
１
部
会
、
活
動
発
表
で
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推
進

イ　

第
２
部
会
、
活
動
発
表
で
、
高
齢
者
の
支
え

合
い
活
動
の
推
進

ウ　

第
３
部
会
、
舞
台
発
表
で
、
演
じ
る
活
動

の
３
部
会
に
別
れ
、
第
１
・
第
２
部
会
で
は
３
ク

ラ
ブ
、
第
３
部
会
で
は
６
ク
ラ
ブ
に
よ
る
活
動

　
　
　
　

み
や
き
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

中
島　

正
利

及
び
舞
台
発
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

３
．
11
月
27
日
（
水
）

　

大
会
は
、
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
の
至
近
「
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
」
で
開
催
。「
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
」・「
講
演
」・「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」・「
活
動
ビ

デ
オ
紹
介
」、
そ
し
て
「
式
典
」
の
順
で
行
わ
れ
、

最
後
に
、「
宣
言
の
朗
読
」
を
も
っ
て
閉
会
。
18

時
05
分　

佐
賀
空
港
着
。

４
．
感
想

　

内
容
に
つ
い
て

a　

一
日
目
の
「
活
動
交
流
部
会
」
に
つ
い
て
は
、

私
が
参
加
し
た
第
２
部
会
で
は
３
ク
ラ
ブ
に
よ

る
「
高
齢
者
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
の

推
進
」
の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
さ
れ

た
３
ク
ラ
ブ
の
支
え
合
い
活
動
は
、
と
て
も
具

体
的
で
あ
り
、
か
な
り
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

　
　

２
〜
３
の
質
問
や
一
部
、
確
認
希
望
の
声
も

上
が
っ
て
い
た
が
、
十
分
な
議
論
が
無
い
ま
ま

時
間
が
無
い
か
ら
と
、
そ
こ
そ
こ
で
打
ち
切
ら

れ
た
。

　
　

た
だ
、
総
じ
て
３
ク
ラ
ブ
に
共
通
し
て
感
じ

た
こ
と
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
行
政
や
民
生
委
員
、

そ
し
て
、
既
に
老
人
福
祉
向
上
の
為
、
様
々
な

活
動
を
実
施
し
て
い
る
諸
団
体
と
の
緊
密
な
協

力
関
係
の
構
築
が
、
か
な
り
ス
ム
ー
ズ
に
、
且

つ
シ
ッ
カ
リ
と
、
出
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

た
。

　
　

我
が
老
人
ク
ラ
ブ
も
、
こ
の
よ
う
な
緊
密
な

協
力
関
係
を
模
索
し
、
先
ず
は
構
築
す
る
こ
と

が
、
地
域
づ
く
り
の
具
体
的
な
活
動
を
展
開
す

る
上
で
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
プ
ロ
セ
ス
で

は
な
い
か
・
・
と
、
改
め
て
痛
感
し
た
。

　
　

助
言
者
と
し
て
の
厚
労
省
老
健
局
振
興
課
予

算
係
長
の
コ
メ
ン
ト
に
は
、
特
段
の
新
鮮
味
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

b

　

二
日
目
の
「
式
典
」
に
絡
ん
だ
一
連
の
行
事

に
つ
い
て
は
、
正
に
、
定
型
的
な
流
れ
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
定
型
的
な
行
事
を
、
全
国
的

に
、
会
員
数
が
伸
び
悩
み
、
財
政
状
態
が
窮
屈

に
な
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
多
く
の
「
人
」・

「
物
」・「
金
」
を
投
じ
て
、
毎
年
行
う
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
か
…
？
何
か
、
他
の
良
い
方
法
は

な
い
だ
ろ
う
か
…
と
、
ほ
ん
の
チ
ョ
ッ
ピ
リ
考

え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
…

第
48
回　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会　

雑
感
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宣　

言

　

わ
が
国
の
高
齢
化
は
、
今
後
ゆ
る
や
か
な
増
加
に
転
ず

る
一
方
、
若
い
世
代
の
人
口
は
急
速
に
減
少
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
社
会
の
発
展
や
活
力
の
維
持
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
私
た
ち
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
て
意
欲
を
高
め
る
こ
と
は
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
費
用
負
担
の
軽
減
の
み
な
ら
ず
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
や
社
会
の
活
力
維
持
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
世
界
に
冠
た
る
長
寿
国
に
暮
ら
す
幸
せ
に
感

謝
し
、
さ
ら
な
る
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
活
動
の
推
進
・
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
第
５
位
の
人
口
を
有
し
、
大
都
市
と
し
て
発
展
を

続
け
る
こ
こ
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
に
集
う
老
人
ク
ラ
ブ

代
表
は
、〝
高
齢
者
の
元
気
が
社
会
を
変
え
る
〞
と
の
自

覚
を
も
っ
て
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
の
ば
そ
う
！
健

康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
に
向
け
、
次
の
事

項
の
実
践
を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

一
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
呼
び
か
け
仲
間
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
ま
す

一
、
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
対
策
で
元
気
高

齢
者
を
め
ざ
し
ま
す

一
、
友
愛
活
動
を
基
盤
に
新
地
域
支
援
事
業
と
連
携
し

た
支
援
活
動
に
努
め
ま
す

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
諸
制
度
・
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
七
日

 

第
四
十
八
回　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

令和２年度　収支予算書

科　　　　　　目 予　算　額
Ⅰ　正味財産増減の部
  １　経常増減の部
　⑴　経常収益
　　　基本財産、特定資産運用益 1,000
　　　分担金 7,020,000
　　　事業収益 2,490,000
　　　受取補助金等 8,831,000
　　　受取寄付金 3,000
　　　雑収益 66,000

経常収益計 18,411,000
　⑵　経常費用
　　　実施事業（事業費） 19,483,000
　　　　健康保持増進事業 1,672,000
　　　　高齢者相互支援推進啓発事業 8,888,000
　　　　リーダ養成事業 5,408,000
　　　　育成指導普及事業 2,198,000
　　　九州ブロック事業 1,317,000

令和２年４月１日から令和３年３月31日まで （単位：円）

（正味財産増減ベースを簡略）

科　　　　　　目 予　算　額
　　　法人会計（管理費）
　　　　法人運営等 2,458,000

経常費用計 21,941,000
当期経常増減額 △ 3,530,000

  ２　経常外増減の部
　⑴　経常外収益 0
　⑵　経常外費用 0

当期経常外増減額 0
　　　他会計振替額（他会計繰入、他会計繰出） 0

当期一般正味財産増減額 △ 3,530,000
一般正味財産期首残高 19,871,000
一般正味財産期末残高 16,341,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　受取負担金（九州ブロック積立金） 202,000

当期指定正味財産増減額 202,000
指定正味財産期首残高 440,000
指定正味財産期末残高 642,000

Ⅲ　正味財産期末残高 16,983,000
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友愛活動県内交流集会

県老連ホームページ開設のお知らせ
開  設  日　令和 2年 2月 4日
アドレス　https://www.sagakenrouren.jp

県老連の情報、県内の魅力ある老人クラブの活動など

をホームページ内で情報発信していきます。会員の皆

様ご利用ください。

 佐賀県老連事務局

ＱＲコード

　令和二年１月 17 日（金）、友愛活動を実践されている会員 50 名が集い「友愛活動県内交
流集会」が佐賀県在宅生活サポートセンター研修室において開催されました。
　まず、各市町から活動内容や検討事項を発表していただきましたので、いくつかご報告を
させていただきます。
・93 歳の高齢者宅に安否確認に行っているが、市内に息子、娘がいるにもかかわらず、い
ろいろと相談を受けている。対応の難しさはあるが、民生委員と協議しながら対応をして
いる。民生委員との連携が必要。
・薬を代理で薬局に取りに行っている。～身分証明書の提示が必要。
・安否確認に自宅に出向いていたが、家族から拒否される事例があったため、家にはいかず
道端で声掛けの実施をしている。
・一人暮らしの方の連絡先（町内に緊急連絡先になってもらう方がいない。）協議にて、民
生委員との協議をし、緊急連絡先を決定することが必要である。
　全体協議では、民生委員との協議をしたうえで対応することが多くあり、民生委員との関
わりが必要であることは共有できた。
　友愛活動の実施、家庭訪問、相談を受ける場合は必ず複数で対応することが重要である旨
共有する。
　二時間と短い時間の中での協議でありましたが、友愛活動を実践している方々の研修の場
になったと思われます。今日の研修を今後の友愛活動の参考にしていただければ幸いです。
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高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

全
老
連
主
催
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
講
習
会
が
、
令
和
元
年
12

月
12
日
〜
13
日
の
間
、
東
京
都
新
霞
ヶ
関
ビ
ル
灘
尾
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
か
ら
は
佐
賀
市
西
与
賀
老
人
ク
ラ
ブ
の
女
性
部
長
高
津
万
亀
代
さ
ん
と
千
綿
順
子
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
研
修
会
参
加
報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
与
賀
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
長　

高
津
万
亀
代

　

全
国
よ
り
180
名
が
参
加
し
、
東
京
の
灘
尾
ホ
ー

ル
で
講
習
会
が
あ
り
、
先
ず
会
場
に
入
る
と
渋
沢

栄
一
氏
の
銅
像
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
ご
存
知

の
よ
う
に
新
た
な
紙
幣
候
補
で
あ
り
、
明
治
時
代

に
沢
山
の
会
社
を
設
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
氏
と
老
人
会
と
の
関
わ
り
は
現
在
の
東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
創
立
者
で
あ
る
こ
と

が
開
会
挨
拶
で
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
講
習
会
で
は

高
齢
者
社
会
に
お
い
て「
栄
養
・
運
動
・
社
会
参
加
」

の
三
つ
の
柱
が
必
要
で
あ
り
健
康
課
題
で
は
弱
体

化
を
防
ぐ
に
は
〝
フ
レ
イ
ル
予
防
〞
と
言
う
言
葉

が
あ
り
、
歯
と
口
腔
の
管
理
ケ
ア
・
筋
力
体
操
・

地
域
交
流
で
社
会
参
加
活
動
・
掛
か
り
つ
け
医
師

を
持
つ
な
ど
予
防
に
繋
が
る
こ
と
を
勉
強
し
ま
し

た
。
今
回
受
講
し
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
環
と
し

て
、
今
後
は
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
た
活
動
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
、
老
人
会
の
活
動
だ
け

で
な
く
サ
ロ
ン
活
動
と
も
連
携
し
健
康
活
動
・
介

護
予
防
に
繋
が
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
感

じ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
与
賀
老
人
ク
ラ
ブ　

千
綿　

順
子

　

元
気
ア
ッ
プ
教
室
や
カ
フ
ェ
等
立
ち
上
げ
た
関

係
で
女
性
部
長
よ
り
参
加
の
打
診
、
老
人
会
長
の

承
諾
を
得
、
諸
先
輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
チ
ャ

ン
ス
だ
と
思
い
、
東
京
で
の
講
習
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

高
齢
化
率
が
増
え
、
認
知
高
齢
者
・
要
介
護
者

が
増
加
、
平
均
寿
命
も
延
び
健
康
寿
命
と
の
差
を

小
さ
く
す
る
に
は
、
仲
間
・
健
康
づ
く
り
、
生
活

支
援
の
推
進
、
正
し
い
知
識
の
習
得
で
体
操
・
サ

ロ
ン
・
健
康
診
断
・
情
報
交
換
等
を
行
う
事
。
２

日
間
に
亘
り
専
門
の
先
生
方
の
講
座
で
、
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
予
防
と
地
域
の
支
え
合
い
は
、栄
養
・

運
動
・
社
会
参
加
が
大
事
で
、
き
ち
ん
と
食
事
を

摂
り
運
動
を
し
、
筋
力
が
つ
け
ば
外
出
も
で
き
、

人
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
地
域
と
の
交
流
も
生
ま

れ
、
笑
顔
も
で
る
と
言
う
事
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
受
け
、
西
与
賀
校
区
老
人
会
が

毎
年
地
域
の
行
事
に
踊
り
を
披
露
し
て
い
る
事
は

大
切
で
あ
る
と
思
い
、
ま
ず
、
自
分
の
健
康
を
保

ち
、
多
く
の
方
と
の
交
流
を
深
め
、
各
団
体
と
協

力
し
て
の
活
動
を
す
る
。
こ
れ
を
少
し
で
も
地
域

の
中
で
生
か
せ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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養成講座開催

　高齢者訪問支援活動推進員養成講座は、県老連と佐賀県在宅生活サポートセンターと
の共催で毎年開催しています。
　令和元年度は五回の講座を実施し、247 名の会員（ボランティアヘルパー）が講座に
参加していただきました。
　令和元年度の講座の内容は次のとおりでした。

１．開会
２．在宅生活サポートセンター紹介
　　　（センター施設、展示室、バリアフリー住宅の見学、介護技術等）
　　　（昼食、休憩）
３．友愛活動に役立つ講座「薬の上手な使い方」
　　　講師～株式会社ミズ　益田　みさ子氏
４．友愛活動に関する講座「笑顔で広がる仲間の輪」
　　　講師～生涯学習インストラクター　西田　富子氏
５．閉会

　午前はバリアフリー住宅の見学、介護技術の実践等を体験していただき、午後の「薬
の上手な使い方」の講座では、参加者の皆様から自分の今の状況を伝えられ、助言をい
ただかれていました。「お薬手帳」は必需品ですが、一冊のみ使用することを忘れずに、
間違っても二冊使用することがないように注意をお願いします。通院時には必ず「お薬
手帳」を持参し、薬局では薬剤師に提出し、助言を仰ぐようにしましょう。
　また「笑顔で広がる仲間の輪」の講座では、参加者のみなさんが終始笑顔で参加して
いただきました。笑うことの大切さ、笑顔で接することの大切さを忘れずに、友愛活動
に活かしていただければと思います。
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第 16回　佐賀県老人クラブグラウンド・ゴルフ大会
　令和元年10月29日火曜日、第16回佐賀県老人クラブ、グラウンド・ゴルフ大会が佐
賀市民運動広場において開催されました。
　木下治紀佐賀県老連会長の挨拶、江北町老連、田中　源一選手の力強い選手宣誓で
始まり、331人の選手の皆様が、秋晴れの下、楽しく、元気に最後まで大会を盛り上
げていただきました。
　各パートの10位までの表彰者は下記のとおりです。おめでとうございました。
　各パートの上位10名には賞状と賞品が贈られ、盛会のうちに閉会となりました。
　令和２年度は10月27日（火）、同場所で大会を実施いたします。選手の皆様、係り
の皆様、来年も大会が盛り上がるように、ご協力をお願いします。

赤パート

優　勝　樋口政次郎
準優勝　本村　長幸
３　位　野中浩三朗
４　位　舩山トミ子
５　位　原　　靖弘
６　位　田口　信吉
７　位　田代　利範
８　位　赤司　信幸
９　位　芝原　俊昭
10　位　力安　雅英

緑パート

優　勝　旭　　満信
準優勝　青木　　淳
３　位　森武　正善
４　位　石井　　喬
５　位　牧野内登規子
６　位　東内　修巳
７　位　野中　　勇
８　位　原口　国昭
９　位　辻　　京子
10　位　野中　利喜

各パートごと
の優勝者及び
10 位までの
成績

黄パート

優　勝　今里　一郎
準優勝　松雪　虎喜
３　位　山下　　明
４　位　堀内　忠利
５　位　中尾　嘉彦
６　位　持永　祥二
７　位　原　　利之
８　位　江口　光蔵
９　位　土井　英雄
10　位　中島　利充
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参加クラブ数及び人員

市町老連名 クラブ数 人　員
佐 賀 市 274 7,031
唐 津 市 76 1,575
鳥 栖 市 36 721
多 久 市 8 201
伊万里市 26 1,532
武 雄 市 69 1,721
鹿 島 市 26 620

市町老連名 クラブ数 人　員
小 城 市 19 327
嬉 野 市 51 1,161
神 埼 市 68 1,500
吉野ヶ里町 22 402
基 山 町 4 45
上 峰 町 15 295
みやき町 48 1,349

市町老連名 クラブ数 人　員
玄 海 町 14 380
有 田 町 40 944
大 町 町 22 760
江 北 町 30 957
白 石 町 42 1,350
太 良 町 ― ―
合 計 890 22,871

9月20日は全国一斉『社会奉仕の日』
　社会奉仕の日を中心に県内の各クラブにおいても、地域の美化活動に取り組み890クラブ・
22,871名が地域への奉仕活動に参加されました。皆様お疲れさまでした。

　令和元年度の奉仕活動に伊万里市老連か
らは26クラブ1532名の参加がありました。
単位クラブ毎に公共施設や防火水槽、駅構
内、ホーム、道路や神社、仏閣、遺跡等の
地区の様々な場所で、奉仕活動が行われま
した。
　日頃、見過ごされがちな雑草の除草や樹
木の剪定、枯れ木の焼却を実施。また、道
路の路面や側溝のゴミ、空き缶拾い、清掃
をしました。
　福田区老人クラブでは、バス停横の花壇
の清掃を実施しました。草に覆われていた
花壇がすっきりとなりました。

　今年は町老連全体の合同作業として、秋光
川の川岸に約1300メートルにわたり設置され
ている花壇の中の除草と差の周囲の清掃を行
いました。
　全区間を四ブロックに分け、一斉に作業を
行いましたが、今年は長雨により雑草が伸び、
草取り作業に時間がかかりました。
　暑さの中、全員が協力しあい見事に花壇が
よみがえりました。
　また、単位クラブ毎に20日を中心にそれぞ
れの地域のお宮や公園等の草取り・清掃活動
を実施しました。

伊万里市老人クラブ

上峰町 芦刈町

基山町老人クラブ連合会
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会
長　

木
下　

治
紀

　

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
平
成
18
年
４
月
に

旧
佐
賀
郡
の
一
部
と
、
旧

神
埼
郡
の
一
部
が
佐
賀
市

老
連
と
合
併
。
そ
の
後
、
平
成
20
年
４
月
に
旧
佐

賀
郡
と
合
併
に
よ
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
市
老
連
の
令
和
元
年
度
の
ク
ラ
ブ
数
・
会

員
数
は
286
ク
ラ
ブ
で
１
１
，
３
７
３
人
。
65
歳
以

上
の
佐
賀
市
の
人
口
で
は
17
・
66
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
校
区
老
連
と
し
て
本
来
は
29
の
校
区
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
は
26
校
区
（
日
新
・
開
成
・
大

詫
間
校
区
が
休
止
状
態
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
当
時
は
会
費
の
問
題
で
旧
佐
賀
市
と
旧
郡

部
の
統
一
が
出
来
ず
、
当
分
の
間
、
合
併
前
の
会

費
を
継
続
す
る
こ
と
で
調
整
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
中
々
一
本
化
が
困
難
な
状
況
（
旧
佐
賀
市
は

ク
ラ
ブ
単
位
の
会
費
、
一
方
旧
郡
部
は
個
人
１
人

当
た
り
の
会
費
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
と

し
て
も
一
本
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
こ

で
、
平
成
23
年
度
よ
り
折
衷
案
と
し
て
当
時
の
会

費
収
入
額
を
350
万
円
と
し
て
校
区
割
40
％（
４
８
，

０
０
０
円
）・
ク
ラ
ブ
割
30
％
（
３
，
４
０
０
円
）、

会
費
割
30
％
（
60
円
）
を
導
入
し
た
が
、
そ
れ
で

も
旧
佐
賀
市
と
旧
郡
部
の
負
担
割
合
の
差
が
生
じ

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
会
費
の
問
題

は
解
消
す
べ
き
と
の
こ
と
で
全
体
調
整
を
行
い
、

や
っ
と
合
併
13
年
目
で
調
整
が
就
き
、
平
成
30
年

度
よ
り
会
費
を
１
人
当
た
り
で
運
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
賀
市
老
連
の
会
費
の
考

え
方
と
し
て
会
費
と
し
て
は
１
人
当
た
り
と
は
な

り
ま
す
が
、
会
費
と
し
て
必
要
額
（
令
和
元
年
度

は
300
万
円
）
を
定
め
当
該
年
度
の
会
費
は
300
万
円

を
会
員
数
で
割
る
方
式
を
取
っ
て
い
る
こ
と
で
、

会
員
数
の
減
少
で
の
会
費
の
減
少
を
防
止
し
て
い

ま
す
。

　

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
南
北
に
細
長

く
、
北
は
富
士
町
・
三
瀬
村
と
福
岡
市
や
糸
島
市

に
隣
接
し
、
南
は
諸
富
町
・
川
副
町
・
東
与
賀
町
・

久
保
田
町
と
有
明
海
や
福
岡
県
大
川
市
に
隣
接
し

て
お
り
、
広
範
な
範
囲
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
各

種
の
事
業
を
計
画
す
る
に
当
た
っ
て
相
当
の
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
農
繁
期
の
時
期
が
約

３
か
月
間
に
亘
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
苔
の
時

期
が
秋
か
ら
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
開
催
の
時
期
と
重
な

り
都
合
が
就
き
に
く
い
と
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、
何
や
か
や
と
調
整
し
な
が
ら
も
各
種
の
事
業

が
順
調
に
実
施
出
来
て
い
ま
す
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ

　

各
種
の
事
業
と
し
て
、
ま
ず
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関

係
で
す
が
、
校
区
老
連
の
代
表
と
し
て
、
女
性
Ｇ

Ｇ
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
世
代
間
Ｇ
Ｇ
大

会
、
交
通
安
全
教
育
Ｇ
Ｇ
大
会
、
ペ
タ
ン
ク
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
賀
市
の
委
託
事

業
と
し
て
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
各
校
区
毎
に

実
施
し
て
頂
き
、
未
加
入
高
齢
者
も
参
加
し
て
貰

い
、
全
体
で
約
６
千
人
も
の
参
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
年
10
月
に
は
佐
賀
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し
、
各
校
区

老
連
よ
り
一
生
懸
命
に
練
習
さ
れ
た
見
事
な
出
し

物
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
い
校
区
で
は
半
年
前
か

ら
練
習
に
練
習
を
重
ね
、
そ
れ
は
見
事
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。
練
習
を
一
緒
に
行
う
こ
と
で
絆
が
深

ま
り
仲
間
意
識
が
強
く
な
り
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

に
も
活
性
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
に
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
な
っ
た
方
を
対

象
に
し
て
研
修
会
を
開
催
し
て
お
り
全
体
の
約

１
／
３
の
会
長
が
交
代
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

５
月
に
は
友
愛
活
動
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
研
修
会
を
実

施
。
２
月
頃
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
交
通
指
導
員
を

対
象
と
し
て
交
通
安
全
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
例
年
１
月
に
は
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
の

清
算
に
つ
い
て
校
区
老
連
の
会
計
担
当
者
を
集
め

て
の
説
明
会
を
開
催
。

　

毎
月
の
定
例
会
議
と
し
て
22
日
を
基
本
と
し
て

市町老連の活動報告
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子
ど
も
会
・
地
域
団
体
・
老
人
ク
ラ

ブ
長
生
会
交
流

「
春
の
花
植
栽
」「
さ
つ
ま
芋
掘
り
」

兵
庫
校
区
老
連
会
長　

川
副　

幹
郎

　

兵
庫
第
五
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
毎
年
、
子
ど
も
会
と

交
流
し
「
花
壇
の
花
植
栽
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
12
月
16
日
、
来
春
へ
の

佐
賀
市
兵
庫
校
区

理
事
会
を
開
催
し
各
種
の
情
報
を
伝
達
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
５
か
年
の
会
員
増
強
運
動
を

取
り
組
み
ま
し
た
が
全
体
的
な
会
員
増
強
に
は
繋

が
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
一
部
の
単
位
ク
ラ
ブ
で

は
会
員
の
増
加
が
あ
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

新
規
会
員
の
勧
誘
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

令
和
元
年
７
月
に
佐
賀
市
の
担
当
課
と
佐
賀
市

老
連
正
副
会
長
、
各
部
の
部
長
、
総
務
部
理
事

と
の
意
見
交
流
会
を
実
施
し
た
中
で
、
市
老
連

か
ら
の
要
望
と
し
て
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金

と
し
て
、
佐
賀
市
は
会
員
が
30
人
未
満
（
２
３
，

２
８
０
円
）30
人
以
上（
４
６
，５
６
０
円
）と
な
っ

て
い
る
の
で
、
会
員
が
30
人
で
も
100
人
で
も
補
助

金
が
４
６
，
５
６
０
円
で
は
問
題
で
は
な
い
か
と

申
し
入
れ
を
行
っ
た
結
果
、
令
和
２
年
度
よ
り
区

分
を
①
30
人
未
満
（
２
３
，
２
８
０
円
）、
②
30

人
以
上
60
人
未
満
（
４
６
，
５
６
０
円
）、
③
60

人
以
上
90
人
未
満
（
６
９
，
８
４
０
円
）、
④
90

人
以
上
（
９
３
，
１
２
０
円
）
に
改
正
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
９
月
と
平
成
30
年
９
月
に
は

佐
賀
市
自
治
会
協
議
会
に
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
理
解

と
未
設
置
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
つ
い
て

の
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
理
解

の
あ
る
自
治
会
長
の
所
で
は
自
治
会
長
自
ら
老
人

ク
ラ
ブ
に
加
入
頂
い
て
未
加
入
高
齢
者
も
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
会
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
楽

し
い
と
こ
ろ
を
も
っ

と
積
極
的
に
理
解
を

頂
き
、『
健
康
』・『
友

愛
』・『
奉
仕
』
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
三
大
運

動
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い

き
た
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。

夢
と
希
望
を
込
め
て
春
花
の
植
栽
を
行
い
ま
し

た
。
子
供
会
は
16
人
と
保
護
者
、
地
域
参
加
者
、

会
員
を
含
め
て
総
勢
42
名
で
、
子
ど
も
は
思
い
思

い
の
カ
ラ
ー
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
、
保
護
者
・
会

員
、
一
般
支
援
者
は
パ
ン
ジ
ー
、
な
で
し
こ
、
金

盞
花
、
ノ
ー
ス
ボ
ー
ル
等
の
春
花
390
株
を
約
40
㎡

の
三
面
の
花
壇
に
植
栽
。
来
春
へ
と
希
望
を
託
し

て
夢
を
繋
い
だ
。
花
植
栽
の
花
壇
は
公
民
館
通
路

の
脇
、
地
域
の
住
民
の
目
の
届
く
処
に
あ
り
、
日

頃
の
活
動
を
地
域
の
人
に
認
識
さ
れ
、
会
員
も
花

の
咲
き
具
合
、
花
壇
の
状
態
に
気
配
り
を
し
て
除

草
な
ど
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の
人
か
ら
喜
ば
れ

て
い
る
こ
と
を
生
き
甲
斐
と
し
て
い
る
。
植
栽
準

備
に
当
っ
て
、
用
地
は
会
員
所
有
の
畑
を
快
諾
借

用
、
耕
運
機
等
動
力
作
業
は
地
域
農
業
団
体
の
助

力
に
よ
っ
て
、
植
栽
管
理
は
子
ど
も
会
と
老
人
ク

ラ
ブ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
花
を
見
て
怒
る
人
は
い
な
い
」
と
言
わ
れ
、

高
齢
者
に
と
っ
て
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
郷
愁
の
味
覚

　
「
さ
つ
ま
芋
掘
り
」
芋
の
種
類
は
紅
は
る
か
で

す
。
子
供
会
と
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
各
種
団
体
交

流
の
「
芋
掘
り
」
を
今
秋
行
い
ま
し
た
。
収
穫
量

は
200
キ
ロ
位
で
参
加
者
は
持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
で
皆
真
剣
に
芋
掘
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
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復
興
に
向
け
支
え
合
う

　
　
　

南
阿
蘇
老
連
と
交
流

市
老
人
ク
ラ
ブ
が
高
取
山
公
園
清
掃

　

多
く
の
被
害
が
記
憶
に
新
し
い
熊
本
地
震
の
被

災
地
で
復
興
に
向
け
一
丸
と
な
り
活
動
さ
れ
て
い

る
『
南
阿
蘇
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
』
と
の
交
流
研

修
会
を
令
和
元
年
10
月
8
日
（
火
）
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
南
阿
蘇
老
連
さ
ん
は
、
平
成
30
年
度
第
47

回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
於
い
て
60
歳
以
上
の

住
民
の
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
率
が
60
％
を
超
え
る
事

や
、
福
祉
運
動
会
、
高
齢
者
学
級
と
い
っ
た
活
動

が
評
価
さ
れ
優
良
市
区
町
村
老
連
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
老
連
で
す
。

　

今
回
は
、
鳥
栖
・
鳥
栖
北
・
旭
各
地
区
か
ら
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
・
女
性
部
長
・
事

務
局
20
名
の
参
加
で
し
た
。

　

前
日
の
7
日
に
熊
本
を
目
指
し

鳥
栖
を
出
発
、
途
中
「
立
花
ワ
イ

ン
工
場
」
で
研
修
し
、
山
鹿
一
本

松
公
園
で
1.5
ト
ン
の
羽
根
が
風
速

2
〜
3
ｍ
で
回
り
出
す
「
石
の
か

ざ
ぐ
る
ま
」
を
見
学
し
熊
本
入
り

し
ま
し
た
。

神
埼
市
老
人
ク
ラ
ブ
脊
振
支
部
の
メ
ン
バ
ー
約
50

人
が
10
月
29
日
、
同
市
脊
振
町
の
高
取
山
公
園
で

奉
仕
作
業
を
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
園
内
を
清
掃
し
、
伸
び
過
ぎ
た
樹
木

の
枝
葉
を
整
え
た
。

地
元
の
公
園
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
き
れ
い
に
し
よ
う
と
年
1
回
、
実
施
し

て
い
る
。

鎌
や
剪
定
ば
さ
み
を
手
に
、
木
々
が
生
い
茂
る
中

に
分
け
入
っ
て
、
か
ず
ら
な
ど
の
雑
草
木
を
刈
っ

た
。
駐
車
場
周
辺
と
遊
具
や
小
川
が
集
ま
る
辺
り

を
中
心
に
作
業
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
廣
瀧
恒
明
支
部
長
は
「
過
疎
化

が
進
む
脊
振
町
で

は
あ
る
が
、
遊
具

な
ど
整
っ
て
い
る

公
園
を
き
れ
い
に

保
っ
て
人
が
集
ま

り
、
地
域
の
活
性

化
の
一
つ
に
な
れ

ば
」
と
話
し
た
。

鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ

神
埼
市
老
連
脊
振
支
部

　

翌
日
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
南
阿
蘇
へ
出
発
で

す
。
1
時
間
後
7
名
の
役
員
さ
ん
の
お
迎
え
を
受

け
交
流
研
修
会
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

両
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
老
連
活
動
紹
介
、

意
見
交
換
会
と
続
き
ま
す
。

そ
の
中
で
、
鳥
老
連
と
し
て
も
取
り
上
げ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
感
じ
た
活
動
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
60
％
の
加
入
率
に
驚
き
ま
し
た
が
、
行

政
お
よ
び
区
長
と
連
携
し
60
歳
に
達
す
る
と
加
入

を
託
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
健
康
づ
く
り

に
関
し
て
は
、
約
800
名
の
会
員
さ
ん
が
参
加
さ
れ

る
、
幼
稚
園
と
連
携
し
た
福
祉
運
動
会
を
開
催
さ

れ
て
い
る
と
の
事
。

友
愛
活
動
の
一
環
と
し
て
ひ
と
り
暮
ら
し
の
会
員

を
近
所
数
名
で
見
守
り
、
何
か
あ
れ
ば
社
協
と
連

携
し
事
に
当
た
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
緊
急
連
絡
先

等
は
冷
蔵
庫
の
中
に
各
家

庭
と
も
置
い
て
い
る
と
の

事
、
驚
き
ま
し
た
。
全
体

的
に
、
行
政
と
社
協
と
の

連
携
が
素
晴

ら
し
い
と
感

じ
た
研
修
で

し
た
。

令和元年11月2日

佐賀新聞に掲載される。



３つの会員増強運動
１．「勧誘から始めよう！」－会員一人ひとりが勧誘の担い手です－

２．「クラブでＰＲしよう！」－知られていますか、あなたのクラブ－

３．「クラブをつくろう！」－すべての地域にクラブの設置を－
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市町老連の活動報告

多
久
市
西
多
久
老
人
ク
ラ
ブ

　

や
が
て
師
走
と
な
る
昨
年
の
年
末
に
多

久
市
東
原
庠
舎
西
溪
校
（
義
務
教
育
校
）

で
は
、
育
友
会
が
主
催
し
て
８
年
生
（
中

学
２
年
生
）「
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
」
の

テ
ー
マ
で
し
め
縄
つ
く
り
が
計
画
さ
れ
、

西
多
久
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
多
久
老
人
ク
ラ

ブ
に
指
導
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で

も
し
め
縄
つ
く
り
の
体
験
が
な
い
人
が
多

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
早
速
、
し
め
縄

の
有
識
者
と
作
成
体
験
者
を
募
り
令
和
元

年
11
月
30
日
に
同
校
に
出
向
い
て
作
成
の

出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
さ
ん
た
ち
は
、
し
め
縄
の
知
識
に

つ
い
て
は
、全
体
学
習
で
勉
強
し
て
い
て
、

稲
わ
ら
は
、
育
友
会
の
皆
さ
ん
が
準
備
さ

れ
、
し
め
縄
用
に
藁
を
加
工
す
る
道
具
と

し
て
昔
懐
か
し
い
足
踏
み
脱
穀
機
や
木
槌

を
生
徒
た
ち
は
珍
し
そ
う
に
体
験
し
て
い

ま
し
た
。

　

我
々
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
最

初
に
学
校
の
玄
関
用
の
大
き
い
し
め
縄
を

作
成
し
た
後
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
自
宅
の

玄
関
等
に
飾
る
し
め
縄
作
り
の
作
成
の
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
品
を
自
宅
に
持
ち
帰
り
玄
関
な
ど
に

飾
る
目
的
が
あ
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
学
校
の
自
転
車
置
き
場
の

軒
桁
に
藁
束
を
つ
る
し
一
つ
の
藁
束
を
三

つ
に
分
け
て
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
両
手
で
握

り
右
方
向
に
ね
じ
り
な
が
ら
左
へ
回
し
て

編
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

生
徒
25
名
全
員
分
の
作
成
作
業
の
指
導

に
取
り
組
み
完
成
時
に
は
生
徒
の
皆
さ
ん

も
育
友
会
の
皆
さ
ん
も
安
堵
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

き
っ
と
良
い
正
月
が
生
徒
の
皆
さ
ん
の

家
庭
に
訪
れ
た
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
子
ふ
れ
あ
い
活
動　

し
め
縄
つ
く
り
の
出
前
講
座



● 13 ●　県老連だより

一般財団法人 佐賀県老人クラブ連合会 TEL 0952-33-3520 ～あなたの町の老人クラブで一緒に活動しませんか～一般財団法人佐賀県老人クラブ連合会 TEL 0952-3

佐賀市 小杭（おぐい）地区老人クラブ

　

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
。諸
富
町
小
杭
地
区

で
は
た
び
た
び
農
地
や
道
路
が
冠
水
し
、小
杭
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
の
小
栁
春
良
会
長
は
、「
若
い
人
が

仕
事
に
出
る
昼
の
時
間
帯
に
、自
宅
に
い
る
高
齢

者
の
命
を
ど
う
守
る
か
が
課
題
」と
強
調
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、同
会
で
は「
自
分
た
ち
の
命
は
自
分

た
ち
で
守
ろ
う
」と
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
の
た

め
の「
避
難
マニュ
ア
ル
」づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
は
、６
５
歳
〜
１
０
２
歳
の
７
１
人
。

幅
広
い
年
齢
層
の
会
員
が
い
る
た
め
、知
識
と
経

験
が
豊
富
で
す
。会
員
の
中
に
は
冠
水
水
位
４
ｍ

を
越
え
た
１
９
５
３（
昭
和
２
８
）年
の
西
日
本
大

水
害
で
被
災
し
た
会
員
も
い
る
た
め
、そ
の
経
験

に
基
づ
き「
避
難
マニュ
ア
ル
」を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

災
害
時
の
行
動
手
順
や
避
難
所
で
の
ル
ー
ル
を

策
定
し
、自
力
避
難
困
難
者
、独
居
世
帯
、施
設
入

居
者
な
ど
の
名
簿
を
作
成
す
る
ほ
か
、対
象
者
の

自
宅
を
色
分
け
し
て
地
図
に
示
し
、避
難
支
援
に

役
立
つ
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、定
例
会
で
は
災
害
発
生
時
の
避
難
受

付
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
、地
区
行
事
で
は
炊

き
出
し
を
行
っ
て
お
り
、避
難
時
に
３
日
間
の
食

糧
支
援
が
な
く
て
も
自
立
で
き
る
よ
う
に
備
え
て

い
ま
す
。

　
「
情
報
を
共
有
し
て
地
区
を
考
え
る
こ
と
で
つ

な
が
り
も
深
く
な
り
ま
す
」と
小
栁
会
長
。

　

地
域
住
民
が
協
力
し
て
行
う「
自
主
防
災
組

織
」と
連
携
し
な
が
ら
、高
齢
者
の
共
助
の
精
神

を
強
め
て
い
き
ま
す
。

地
区
を
考
え
る
こ
と
で

つ
な
が
り
深
く

高
齢
者
の
命
は
高
齢
者
で
守
ろ
う

■公民館には
　28水害の写真が
　貼られている。

特色ある活動をしている県内の老人クラブを全４回にわたって紹介します。 第1回 佐賀市老人クラブ連合会　小杭地区老人クラブ

佐賀市老人クラブ連合会事務局 TEL0952-32-2561

楽しかバイ
老人クラブ

特あなたの
町の元気応援!

高齢者による高齢者ための
避難マニュアルづくり

一般財団法人 佐賀県老人クラブ連合会 TEL 0952-33-3520 ～あなたの町の老人クラブで一緒に活動しませんか～一般財団法人佐賀県老人クラブ連合会 TEL 0952-3

鳥栖市布津原（ふつはら）老人クラブ
　
１
９
７
８（
昭
和
53
）年
に
発
足
し
た
鳥
栖
市

布
津
原
老
人
ク
ラ
ブ（
会
員
数
64
人
）に
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
部
会
」「
趣
味
・
教
養
部
会
」「
伝
承
部
会
」

と
３
つ
の
専
門
部
会
が
あ
り
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
花
づ
く
り
な
ど
多
彩
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、町
内
に
は
も
の
づ
く
り
を
得
意
と
す

る
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
か
ら
、５
年
前

に
立
ち
上
げ
た
伝
承
部
会「
年
輪
工
房
」は
、地

域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
、も
の
づ
く
り
や
昔
遊
び
の
楽
し
み
方

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
年
輪
工
房
の
部
員
は
現
在
11
人
。鳥
栖
北
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
共
催
事
業「
も
の
づ
く
り
体

験
」や
同
小
２
年
生
と
高
齢
者
の
交
流
会
、布
津

原
町
の
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
に
参
加
し
て
、昔
か

ら
伝
わ
る
遊
び「
竹
と
ん
ぼ
」や「
凧（
た
こ
）」な

ど
の
作
り
方
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　「
竹
と
ん
ぼ
が
飛
ん
だ
時
の
嬉
し
そ
う
な
笑

顔
を
見
る
と
、自
分
た
ち
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

経
験
や
特
技
が
役
に
立
ち
、一
挙
両
得
で
す
」と

部
員
た
ち
も
楽
し
そ
う
で
す
。ま
た
、町
の
文
化

祭
で
は
部
員
の
木
工
作
品
も
出
品
し
ま
す
。

　「
伝
承
活
動
を
始
め
て
か
ら
地
域
の
子
ど
も

た
ち
と
も
顔
見
知
り
に
な
り
、ほ
か
の
老
人
ク
ラ

ブ
、学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、町
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な

り
ま
し
た
」と
北
村
勲
会
長
。

　
今
後
も「
伝
承
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
と
の
絆
を
深
め
、地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

昔
遊
び
を
通
じ
て
深
ま
る

地
域
と
の
絆

５
年
前
に
立
ち
上
げ
た

伝
承
部
会「
年
輪
工
房
」

■活動の様子

特色ある活動をしている県内の老人クラブを全４回にわたって紹介します。 第2回 鳥栖市布津原老人クラブ

楽しかバイ
老人クラブ

特あなたの
町の元気応援!

経験と得意なものづくりを
生かして地域貢献

鳥栖市老人クラブ連合会事務局 TEL0942-84-3396

一般財団法人 佐賀県老人クラブ連合会 TEL 0952-33-3520 ～あなたの町の老人クラブで一緒に活動しませんか～一般財団法人佐賀県老人クラブ連合会 TEL 0952-3

唐津市老人クラブ連合会 浜玉支部 春秋会 玉島校区
　「
た
だ
い
ま
」と
頭
を
ぴ
ょ
こ
ん
と
下
げ
る
唐
津

市
立
玉
島
小
学
校
の
児
童
を
、「
お
か
え
り
」と
笑

顔
で
迎
え
る
唐
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
浜
玉
支

部 

春
秋
会 

玉
島
校
区（
会
員
数
64
人
）の
見
守
り

隊
。下
校
時
、小
学
校
付
近
を
通
る
玉
島
バ
イ
パ
ス

の
交
差
点
で
毎
日
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
光
景
で
す
。

　「
見
守
り
活
動
を
いつ
か
ら
始
め
た
の
か
記
録
は

な
い
が
、数
十
年
間
、毎
日
、下
校
時
の
見
守
り
を

続
け
て
い
る
」と
高
祖
新
策
会
長
。

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、児
童
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

 

学
校
と
の
連
携
は
密
で
、毎
月
、行
事
の
有
無
や

各
学
年
で
異
な
る
下
校
時
刻
を
ま
と
め
た
表
が
小

学
校
か
ら
届
き
ま
す
。下
校
時
刻
に
は
見
守
り
隊

の
隊
員
が
交
差
点
に
集
ま
り
ま
す
。

  

学
校
と
家
庭
、地
域
が
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
玉
島

校
区
で
は
顔
見
知
り
の
児
童
も
多
く
、ち
ょっ
と
し

た
表
情
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

   

入
学
当
初
、学
校
に
な
じ
め
て
い
る
か
気
に
な
っ

て
い
た
児
童
が
、「
明
日
も
い
て
ね
」と
笑
顔
で
下
校

し
て
行
っ
た
と
き
、「
見
守
り
活
動
が
児
童
の
心
の

支
え
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
う
れ
し
かっ
た
」

と
会
員
た
ち
は
微
笑
み
ま
す
。

 

そ
ん
な
見
守
り
活
動
に
対
し
、小
学
校
の
児
童

は
、毎
年
、学
年
末
に「
あ
り
が
と
う
集
会
」を
開

き
、感
謝
状
や
感
謝
の
言
葉（
手
紙
）を
送
り
ま
す
。

  

「
天
候
が
厳
し
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、見
守
り

活
動
は
楽
し
い
で
す
し
、私
た
ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム

に
も
な
っ
て
い
ま
す
」と
高
祖
会
長
。

　
こ
れ
か
ら
も
下
校
時
の
見
守
り
を
通
し
て
学

校
、家
庭
、地
域
と
の
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
絆
を
深
め
る

安
全
と
成
長
願
う「
見
守
り
隊
」

■活動の様子

楽しかバイ
老人クラブ

あなたの
町の元気応援!

見守り活動が
児童の心の支えに

唐津市老人クラブ連合会事務局 TEL0955-70-2340

特色ある活動をしている県内の老人クラブを全４回にわたって紹介します。 第3回 唐津市老人クラブ連合会浜玉支部 春秋会 玉島校区

一般財団法人 佐賀県老人クラブ連合会 TEL 0952-33-3520 ～あなたの町の老人クラブで一緒に活動しませんか～一般財団法人佐賀県老人クラブ連合会 TEL 0952-3

佐賀市 諸富町老人クラブ連合会

　
現
在
60
代
か
ら
90
代
の
１
３
５
３
人
が
所
属
す
る
20
以
上

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
で
あ
る「
佐
賀
市
諸
富
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
」。ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
を
維
持
し
よ
う
と
、１

９
９
４（
平
成
６
）年
か
ら
毎
年
秋
に
、老
人
ク
ラ
ブ
の
大
運
動

会
を
佐
賀
市
立
諸
富
町
文
化
体
育
館（
ハ
ー
ト
フ
ル
）で
行
っ
て

い
ま
す
。毎
回
会
員
や
家
族
が
参
加
し
て
大
盛
況
で
す
。

　
柿
内
紀
大
会
長
は
、「
も
っ
と
多
く
の
方
と
交
流
の
輪
広
げ

た
い
」と
、昨
年
10
月
の
第
26
回
大
会
で
は
、老
人
ホ
ー
ム
の
施

設
入
居
者
の
方
々
を
大
運
動
会
に
招
き
ま
し
た
。当
日
は
競

技
す
る
人
、応
援
す
る
人
約
７
０
０
人
の
楽
し
そ
う
な
笑
い

声
が
体
育
館
いっ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
大
運
動
会
は
、「
勝
ち
負
け
で
は
な
く
ケ
ガ
を
し
な
い
こ

と
、そ
し
て
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
」を
一
番
の
目
的
と
し
て
い

ま
す
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
同
様
、

"

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る"

」と
柿
内
会
長
。だ
れ
も
が
ケ
ガ
な
く
安
全
に
楽
し
め
る

よ
う
に
競
技
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、棒
で
釣
っ
た
魚
を
持
っ
て
ゴ
ー
ル
ま
で
走
る「
大
漁

ぶ
し
」で
は
、順
位
は
魚
の
重
量
で
決
ま
る
た
め
、最
後
に

ゴ
ー
ル
し
て
も
１
位
に
な
る
こ
と
も
。

　
ま
た
、苗
に
見
立
て
た
菜
箸
を
牛
乳
び
ん
に
挿
し
て
地
区
対
抗

で
競
う「
田
植
え
リ
レ
ー
」で
は
、長
い
菜
箸
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

腰
や
ひ
ざ
を
過
度
に
曲
げ
な
く
て
よ
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、大
運
動
会
の
数
か
月
前
か
ら
女
性
部
が
各
地

区
で
練
習
を
重
ね
た「
昇
開
橋
音
頭
」や「
同
級
会
音
頭
」の

成
果
も
披
露
し
、彩
り
を
添
え
ま
す
。

　
企
画
・
運
営
・
進
行
は
す
べ
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
が
中

心
に
な
り
、会
員
で
行
い
ま
す
。第
１
回
の
と
き
に
先
輩
た

ち
が
作
っ
た
１
０
０
０
人
分
の
ハ
チ
マ
キ
や
玉
入
れ
の
玉
も

修
理
し
な
が
ら
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、先
輩
た
ち
が
始
め
た
伝
統
の「
大

運
動
会
」を
続
け
て
、健
康
維
持
と
友
愛
の
精
神
、地
域
の

絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
運
動
会
な
ら
で
は
の
工
夫
も

施
設
入
居
者
も

一
緒
に
楽
し
む
大
運
動
会

■大人数で「玉入れ」
　をする様子

■「田植えリレー」の様子

楽しかバイ
老人クラブ

あなたの
町の元気応援!

健やかに !!
秋の諸富町老人クラブ大運動会

佐賀市老人クラブ連合会事務局 TEL0952-32-2561

特色ある活動をしている県内の老人クラブを全４回にわたって紹介します。 第4回 佐賀市 諸富町老人クラブ連合会

さ
い
ば
し

さ
い
ば
し

令和元年度、佐賀新聞に掲載された老人クラブ活動紹介

掲載日　令和元年１月９日（木）

掲載日　令和元年１月 12日（日）

掲載日　令和元年１月 20日（月）

掲載日　令和元年１月 25日（土）

県老連ＨＰの活動事例にて、記事をご覧いただけます
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金

で発行しています。

会員章を胸に活動の輪を広げて

会員章　１個 1,000円

県老連事務局で取り扱っています

　老人クラブ会員章は、会員一人ひとり
の意欲とクラブの誇りを示すシンボル。
　そして仲間、連携のしるしです。
　あなたも会員章を胸に、地域の担い
手としていきいきと輝きながら、クラブ
活動を広げていきましょう。

令和２年度　佐賀県老人クラブ指定旅館契約一覧

佐 賀 県

旅 館 初 音 荘
（嬉野市）

ひ ぜ ん 祐 徳 温 泉
（鹿島市）

伊 万 里 温 泉
（伊万里市）

吉 野 ヶ 里 温 泉
（上峰町）

大 町 温 泉
（大町町）

お魚処玄海（玄海活魚㈱）
（呼子町）

福 岡 県

桑 之 屋
（うきは市）

つ る き 荘
（うきは市）

甘 木 館
（朝倉市）

原鶴グランドスカイホテル
（朝倉市）

か ん ぽ の 宿 柳 川
（柳川市）

虹の宿ホテル花景色
（うきは市）

ふ く せ ん か
（うきは市）

長 崎 県

雲 仙 い わ き 旅 館
（雲仙市）

長崎ブルースカイホテル
（長崎市）

サ ム ソ ン ホ テ ル
（平戸市）

雲 仙 み か ど ホ テ ル
（島原市）

ホ テ ル 南 風 楼
（島原市）

東洋九十九ベイホテル
（島原市）

熊 本 県

旅 館 金 時
（阿蘇市）

つ か さ の 湯
（玉名市）

玉名ファミリー温泉
（玉名市）

ホ テ ル セ キ ア
（南関町）

大 分 県 天 龍 荘
（日田市）
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